
共
同
募
金
に

ご
協
力
を
！

今
回
の
熊
本
地
震
の
被
災
状
況

を
一
連
の
報
道
番
組
で
観
て
、
微

力
で
す
が
、
『
自
分
で
も
何
か
力

に
な
れ
る
の
で
は
！
』
と
い
う
思

い
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
決

意
を
し
ま
し
た
。

事
前
に
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
』
に
加
入
、

市
役
所
で
は
『
災
害
派
遣
等
従
事

車
両
証
明
書
』
の
交
付
を
受
け
、

仕
事
を
終
え
た
後
、
自
家
用
車
で

高
校
時
代
の
陸
上
部
の
後
輩
と
２

人
で
熊
本
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し

た
。熊

本
に
着
い
た
の
は
15
時
間
後

の
朝
６
時
半
。
そ
の
ま
ま
熊
本
市

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
受

付
に
並
び
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

者
と
本
日
の
活

動
ニ
ー
ズ
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
で

そ
の
日
に
活
動

内
容
が
決
定
し

ま
す
。
と
て
も

シ
ス
テ
マ
チ
ッ

ク
で
、
東
日
本

大
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
、
国

が
し
っ
か
り
動

い
て
い
る
な
あ

と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

初
日
は
そ

の
ま
ま
寝
ず
に
、

熊
本
市
内
の
マ

ン
シ
ョ
ン
８
階

に
お
住
ま
い
の

身
体
の
ご
不
自

由
な
ご
高
齢
者

の
お
宅
で
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

主
な
活
動
内
容

は
、
倒
れ
た
家
具
等
の
整
理
や
粗

大
ご
み
の
処
分
な
ど
。
ま
る
１
日

の
作
業
で
、
大
変
喜
ん
で
く
だ
さ

っ
た
の
で
、
「
来
て
良
か
っ
た
」

と
実
感
し
ま
し
た
。

（
現
在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
向
け

の
仮
眠
所
も
整
備
さ
れ
た
よ
う
で

す
が
、
）
そ
の
日
は
、
市
内
の
ス

ー
パ
ー
銭
湯
の
よ
う
な
所
で
雑
魚

寝
で
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。
夜

か
ら
朝
に
か
け
て
、
身
体
に
感
じ

る
余
震
が
４
〜
５
回
あ
っ
て
、
恐

怖
を
感
じ
ま
し
た
。

翌
朝
は
、
５
時
半
に
起
床
し
て
、

被
害
が
大
き
か
っ
た
益
城
町
へ
向

か
い
、
最
大
の
避
難
所
で
あ
る
同

町
総
合
体
育
館
に
数
百
名
い
る
避

難
者
の
住
環
境
整
備
を
す
る
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
私

を
含
め
て
約
40
人
で
チ
ー
ム
を
組

み
、
ト
イ
レ
清
掃
及
び
体
育
館
周

辺
の
掃
除
、
粗
大
ご
み
の
片
付
け
、

ま
た
避
難
者
の
皆
さ
ん
が
床
に
そ

の
ま
ま
布
団
を
敷
い
て
お
り
、
身

体
も
キ
ツ
イ
し
、
不
衛
生
だ
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
段
ボ
ー
ル
製
の

簡
易
ベ
ッ
ド
を
数
百
台
作
製
す
る

な
ど
住
環
境
向
上
に
関
わ
る
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
活
動
後
に
は
熊
本
城
を

見
て
き
ま
し
た
が
、
２
年
前
に
息

子
と
旅
で
見
た
熊
本
城
か
ら
は
大

き
く
変
貌
し
て
い
て
声
も
出
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
の
活
動
は
、
移

動
に
２
日
間
、
活
動
に
２
日
間
、

計
４
日
間
で
し
た
が
、
貴
重
な
経

験
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
現
地

で
は
圧
倒
的
に
人
手
が
不
足
し
て

い
ま
す
し
、
復
興
に
は
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
。
ま

だ
余
震
が
続
い
て
い
る
の
で
、
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
、
も
う
一
度
、

現
地
へ
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

今
回
４
月
末
か
ら
５
月
の
大
型
連
休
を
利
用
し
て
熊
本
地

震
の
被
災
地
へ
行
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
た
西

初
石
６
丁
目
に
お
住
ま
い
の
白
井
学
さ
ん
（
42
）
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

４
月
14
日
の
熊
本
地
震
、
５
年
前
の
東
日
本
大
震
災
、

社
会
福
祉
協
議
会
は
災
害
時
に
は
、
他
県
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
な
ど
の
機
能
を
課
せ
ら
れ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

復興にはまだまだ時間を要する被災地（白井さん撮影）

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
地

域
福
祉
活
動
の
指
針
と
な
る
「
第

２
次
流
山
市
地
域
福
祉
活
動
計

画
」
の
策
定
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
平
成
29
年
度
か

ら
同
33
年
度
ま
で
の
５
か
年
の
方

向
性
や
具
体
的
な
活
動
計
画
を
決

め
る
も
の
で
す
。

今
回
の
策
定
委
員
会
（
八
島
鐘

之
委
員
長
）
で
は
、
千
葉
県
社
会

福
祉
協
議
会
福
祉
教
育
推
進
連
絡

会
議
の
議
長
で
順
天
堂
大
学
の
松

山
毅
准
教
授
に
も
参
加
い
た
だ
き
、

計
画
策
定
の
進
め
方
や
方
向
性
等

に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
く
の
を

は
じ
め
、
公
募
に
よ
る
市
民
の
方

に
も
加
わ
っ
て
い
て
い
た
だ
き
、

よ
り
広
い
視
点
で
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

今
年
度
で
終
了
す
る
第
１
次
の

同
計
画
は
、
昨
年
末
に
事
務
局
長

を
座
長
に
達
成
状
況
を
総
括
、
各

事
業
の
評
価
・
分
析
な
ど
の
「
事

業
評
価
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
内
４
地
域
で
、
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

日
赤
奉
仕
団
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
福
祉
関
係
団
体
と
の

地
域
懇
談
会
を
開
催
し
、
課
題
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、

第
２
次
計
画
策
定
の
た
め
の
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

５
月
12
日
、
流
山
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
流
山
エ
ル
ズ
）
で
行

わ
れ
た
第
１
回
の
策
定
委
員
会
で

は
、
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

策
定
委
員
会
設
置
要
綱
に
基
づ
き

選
出
さ
れ
た
委
員
の
皆
様
に
本
会

の
鈴
木
会
長
よ
り
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
、
策
定
に
向
け
て
の
基
本
的

な
考
え
方
や
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

策
定
委
員
会
で
は
、
今
年
度
い

っ
ぱ
い
を
か
け
て
、
課
題
の
抽
出

や
関
係
団
体
等
の
声
を
お
聴
き
し
、

計
画
策
定
に
向
け
た
議
論
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。
計
画
策
定
の
進
捗

状
況
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
し
て
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

広
が
る
支
援
の
輪

熊本地震

上
げ
ま
す
。

千
葉
県
共
同
募
金
会
流
山
市
支

会
の
事
務
局
で
あ
り
ま
す
流
山
市

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
ま
し
て
も

募
金
箱
を
公
共
施
設
等
に
設
置
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
も

ご
協
力
を
呼
び
掛
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

未
だ
余
震
が
続
い
て
災
害
が
収

束
せ
ず
、
被
災
地
等
の
方
々
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご
心
労
い
か
ば

か
り
か
と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
等
で
救
助
や
災
害

対
策
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
の
ご
無
事
と
一
日
も
早
い

復
旧
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長 

鈴
木 

孝
夫

熊
本
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
、
関
係
者

の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

平成29年度からの5か年計画を策定

白井学さん

も
う
一
度
、被
災
地
へ
行
き
た
い策

定
委
員
会
を
設
置

具
体
的
な
活
動
計
画
づ
く
り
へ

地域福祉
活動計画
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5
月
11
日
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
今
年
度
初
の
「
福
祉
教
育
推

進
連
絡
会
議（
玉
ノ
井
新
一
会
長
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
千
葉
県
よ
り
、
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の

3
年
間
を
福
祉
教
育
推
進
校
と
し

て
流
山
小
学
校
、
南
部
中
学
校
、

県
立
流
山
南
高
等
学
校
が
指
定
を

受
け
る
一
方
で
、
福
祉
教
育
推
進

団
体
と
し
て
、
本
会
が
活
動
支
援

を
行
っ
て
い
る
流
山
中
央
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
が
千
葉
県
社
会
福

祉
協
議
会
よ
り
指
定
を
受
け
、
「
学

校
・
地
域
」
が
協
力
し
地
域
福
祉

の
向
上
の
た
め
の
啓
発
や
実
践
活

動
を
続
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
各
学
校
に
お
い

て
福
祉
教
育
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
、
地
区
社
協
に
お
い
て
も
地
域

に
お
け
る
福
祉
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
指
定
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
「
福
祉
」

に
つ
い
て
学
校
と
地
域
と
が
共
通

の
認
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
担
い
、
協
働
の
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

地
区
社
協
が
毎
年
、
敬
老
週
間
に

流
山
小
学
校
と
の
共
催
に
よ
っ
て

同
体
育
館
を
会
場
に
開
催
し
て
い

る
「
地
区
敬
老
会
（
シ
ニ
ア
と
児

童
の
つ
ど
い
）
」
に
、
南
部
中
学

校
と
流
山
南
高
校
の
参
加
要
請
を

し
て
開
催
を
検
討
し
て
い
る
の
を

は
じ
め
、
地
区
社
協
が
、
年
3
回
、

流
山
・
赤
城
・
平
和
台
の
各
福
祉

会
館
を
会
場
に
同
時
開
催
し
て
い

る
「
高
齢
者
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

に
つ
い
て
も
、
南
部
中
学
校
や
流

　

5
月
10
日
、
お
お
た
か
の
森
小

学
校
で
「
お
お
た
か
の
森
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
（
小
泉
勲
会
長
）
」

の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
か
ら
、
小
学
校
区
内

の
主
な
自
治
会
の
代
表
者
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
小
・
中
学
校

の
P
T
A
役
員
等
の
皆
様
が
、
話

し
合
い
を
重
ね
、
今
回
の
設
立
に

至
っ
た
も
の
で
す
。
会
議
で
は
5

つ
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
構
成
団

体
の
紹
介
な
ど
が
和
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

他
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

比
べ
小
・
中
学
校
の
P
T
A
役
員

の
方
が
多
数
参
加
さ
れ
て
い
る
の

が
特
色
で
す
。

　

お
お
た
か
の
森
小
・
中
学
校
を

中
心
に
、
併
設
さ
れ
て
い
る
お
お

た
か
の
森
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
活
動

拠
点
と
し
て
、
新
し
く
こ
の
地
域

に
転
入
さ
れ
た
方
、
従
来
か
ら
こ

の
地
域
で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
が

手
を
携
え
て
新
し
い
ま
ち
に
ふ
さ

わ
し
い
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を

運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
「
地

区
社
協
」
と
呼
ば
れ
、
小
学
校
区

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
方
々
が
、
地
域
で

安
心
し
て
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
け
れ
ど
、
手
続
き
が
わ
か
ら
な

い
」
、
「
公
共
料
金
や
医
療
費
の

支
払
い
、
銀
行
で
の
払
い
戻
し
が

う
ま
く
い
か
な
い
」
、
「
役
所
か

ら
届
く
書
類
の
内
容
が
難
し
く
て
、

ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
い
」…

。
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
や

金
銭
管
理
の
お
手
伝
い
な
ど
を
行

う
事
業
で
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
、
主

に
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
ご
高

齢
の
方
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
金
銭
管

理
等
が
う
ま
く
で
き
な
い
方
で
、

利
用
に
必
要
な
契
約
の
内
容
を
ご

理
解
い
た
だ
け
る
方
（
入
院
・
施

設
入
所
の
方
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
）
で
す
。

　

主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
「
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
」
、
「
財

産
管
理
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
財
産
保

全
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
な
お
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
に
は
、
サ

ー
ビ
ス
内
容
等
に
よ
っ
て
利
用
料

が
か
か
り
ま
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
係

℡
0
4

－

7
1
5
9

－

4
7
3
5

　

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
福
祉
の

向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

▼
J
A
と
う
か
つ
中
央
流
山
女

性
部
（
三
万
六
千
百
四
十
六
円
）

▼
老
人
ク
ラ
ブ
第
2
新
栄
会
（
一

万
四
千
二
百
二
円
）
▼
北　

孝
子

（
五
千
円
）
▼
㈱
ベ
ル
ク
流
山
お

お
た
か
の
森
店
お
客
様
一
同
（
一

万
四
千
六
百
二
十
七
円
）
▼
㈱
ベ

ル
ク
流
山
東
深
井
店
お
客
様
一
同

（
七
千
五
百
四
十
三
円
）
▼
匿
名

（
二
万
五
千
円
）
▼
市
原　

彦

（
三
千
五
百
円
）
▼
老
人
ク
ラ
ブ

東
和
会
（
一
万
百
九
十
一
円
）
▼

関　

京
子
（
二
千
円
）
▼
老
人
ク

ラ
ブ
天
寿
会
（
二
千
二
百
五
十
四

円
）
▼
㈱
マ
ル
エ
ツ
（
十
万
円
）

　

ま
た
、
次
の
方
々
か
ら
物
品
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

▼
J
A
と
う
か
つ
中
央
流
山
女

性
部
（
タ
オ
ル
等
27
袋
）
▼
西
初

石
6
丁
目
自
治
会
（
タ
オ
ル
7
枚
、

雑
巾
22
枚
）
▼
匿
名
（
玄
米
30
㎏
）

▼
明
治
神
宮
崇
敬
会
流
山
支
部

（
洗
剤
セ
ッ
ト
20
個
）
▼
前
ヶ
崎

白
寿
会
（
タ
オ
ル
百
二
十
三
枚
）

　

敬
称
略
・
順
不
同
（
2
月
16
日

〜
5
月
31
日
）

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

本
紙
平
成
28
年
3
月
15
日
号
の

本
欄
で
「
日
本
キ
リ
ス
ト
合
同
協

会
江
戸
川
台
協
会
」
と
あ
る
の
は

「
日
本
キ
リ
ス
ト
合
同
教
会
江
戸

川
台
教
会
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

　

鰭
ヶ
崎
小
学
校
の
「
ひ
ま
わ
り

第
2
学
童
ク
ラ
ブ
」
が
今
春
開
所

し
ま
し
た
。

　

流
山
市
か
ら
指
定
管
理
者
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
が
管
理
運
営

を
し
て
い
る
「
ひ
ま
わ
り
学
童
ク

ラ
ブ
」
に
つ
い
て
、
定
員
を
上
回

る
入
所
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

流
山
市
が
同
校
敷
地
内
に

建
設
を
進
め
て
き
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
新
設
に
よ
っ
て
就

労
・
子
育
て
の
両
面
へ
の

支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　

多
機
能
型
ト
イ
レ
や
玄

関
周
り
に
は
ス
ロ
ー
プ
も

設
置
さ
れ
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
配
慮
さ
れ
た
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
1

年
生
40
名
が
元
気
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

「
ひ
ま
わ
り
第
2
学
童
ク
ラ
ブ
」

の
管
理
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管
理
者

と
な
っ
て
い
る
「
ひ
ま
わ
り
第
1

学
童
ク
ラ
ブ
」
や
南
流
山
小
学
校

の
「
あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ
ブ
」
同

様
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心

し
て
、
そ
し
て
、
い
き
い
き
と
過

ご
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

お
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
を
お
持
ち

の
方
々
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
、
4

月
か
ら
土
曜
日
や
祝
日
も
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。

　

流
山
市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
内
の
身

体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
指

定
管
理
者
と
し
て
管
理
運
営
し
て

い
ま
す
。
ご
利
用
者
の
皆
様
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
て
従
来
か
ら
の

平
日
の
開
所
に
加
え
、
今
年
度
よ

り
土
曜
日
と
祝
日
の
運
営
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
給
食
サ
ー

ビ
ス
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

専
門
講
師
に
よ
る
機
能
訓
練
（
理

学
療
法
・
作
業
療
法
・
音
楽
療
法
）

や
作
業
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
専

門
講
師
に
よ
る
七
宝
焼
き
・
木
彫

り
・
書
道
・
絵
画
等
）
な
ど
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
障

害
の
状
態
に

応
じ
た
心
身

機
能
の
維
持

・
向
上
、
家

庭
内
自
立
、

社
会
参
加
を

促
進
し
、
併

せ
て
ご
家
族

の
身
体
的
・

精
神
的
な
ご

負
担
の
軽
減

を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

ご
利
用
い

た
だ
け
る
対

象
者
は
、
①

身
体
障
害
者

手
帳
（
1
級

〜
2
級
）
を

交
付
さ
れ
、

流
山
市
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用

の
決
定
が
な
さ
れ
た
方
②
市
内
に

住
所
を
有
す
る
65
歳
未
満
の
方
で
、

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

③
自
力
で
食
事
が
と
れ
、
椅
子

（
車
椅
子
も
含
む
）
で
の
生
活
が

で
き
る
方
で
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
日
は
、
月

〜
土
曜
日
の
10
時
〜
15
時
30
分

（
送
迎
時
間
は
含
み
ま
せ
ん
）
。

　

休
業
日
は
、
年
末
年
始
（
12
月

30
日
〜
1
月
3
日
）
と
日
曜
日
で

す
。

　

問
流
山
市
身
体
障
害
者
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
平
和
台
、
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
2
階
）

℡
7
1
5
9

－
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0
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な
お
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
1
階
に

あ
る
ご
高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
従
来
か
ら
土
曜
日
・
祝
日
も
開

所
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
随
時
、

施
設
見
学
等
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

山
南
高
校
の
参
加
の
可
能
性
等
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
流
山
本
町
の
活

性
化
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ

て
い
る
「
行
灯
」
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
方
が
ミ
ニ
行
灯
の
作
製
方

法
を
小
・
中
・
高
生
に
伝
授
。

　

本
町
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

等
に
活
用
し
た
い
と
の
提
案
が
な

さ
れ
、
実
現
に
向
け
て
話
し
合
い

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
指
定
は
、
限
ら
れ
た
エ

リ
ア
で
の
活
動
で
す
が
、
「
他
の

地
域
で
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
活
動
で
も
こ
れ
か
ら
の
参
考
に

な
る
」
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
は
、

各
自
治
会
の
協
力
員
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
い
て

い
ま
す
「
普
通
会
員
」
の
方
々
の

会
費
を
は
じ
め
、
「
法
人
会
員
」
、

「
賛
助
会
員
」
の
方
々
か
ら
の
会

費
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
賛

同
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
会
員
会
費
は
一
口
一
万
円
、

賛
助
会
員
会
費
は
一
口
千
円
で
す
。

▼
小
山　

忠
士
（
千
円
）
▼
佐
久

間　

進
（
一
万
円
）
▼
市
川　

晃

三
（
三
千
円
）
▼
樋
山　

史
郎

（
千
円
）
▼
嶋　

稔
（
千
円
）
▼

中
山　

喜
方
（
千
円
）
▼
新
島　

茂
樹
（
千
円
）
▼
大
谷　

満
男

（
千
円
）
▼
吉
田　

孝
（
千
円
）

▼
山
崎　

奈
加
子
（
千
円
）
▼
鈴

木　

陽
代
（
千
円
）
▼
杉
山　

仁

（
千
円
）
▼
小
林　

悠
紀
雄
（
千

円
）
▼
塚
本　

時
子
（
千
円
）
▼

上
原　

妙
子
（
千
円
）
▼
宇
佐
見

　

健
一
（
二
千
円
）
▼
山
梨　

美

代
子
（
五
千
円
）
▼
菅
原　

美
代

子
（
一
万
円
）
▼
樫
村　

あ
い
子

（
二
千
円
）
▼
宮
野　

忠
夫
（
五

千
円
） 

敬
称
略
・
順
不
同
（
2
月

16
日
〜
5
月
31
日
）
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
福
祉
の
向
上
の
た
め
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
会
費
や
共
同
募
金
が
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小・中・高校と地区社協
パッケージ指定で協働へ
本町活性化なども模索

ミニ行灯づくりも

子
ど
も
も
中
高
年
者
も一緒
に

活発な議論が交わされた会議

PTAの参加が多いおおたかの森地区

16
番
目
の
地
区
社
協

お
お
た
か
の
森
地
区
に
誕
生

を
単
位
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
住
い
の
方
々
が
主
体

と
な
っ
て
、
支
え
合
い
、
助
け
合

い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
自
主

組
織
で
す
。
そ
の
構
成
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
や
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
々
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
の
活
動
は
、
各
自
治

会
の
協
力
員
の
皆
様
を
通
し
て
納

入
い
た
だ
く
社
会
福
祉
協
議
会
の

会
費
や
共
同
募
金
の
配
分
金
、
市

か
ら
の
助
成
金
等
で
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

法
人
・
賛
助
会
員
の
ご
協
力
を

会
費
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

社
会
福
祉

協
議
会
は

理学療法士や絵画の指導も受けられる身体障害者デイサービス

土
曜
・
祝
日
も
開
所

身
障
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

安
全
で
安
心
な
放
課
後
を

子
育
て
も
就
労
も
支
援

ひまわり第2学童クラブ

バリアフリー設計で安全に

個
人
、団
体
か
ら
の
ご
寄
付

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
意
に
感
謝

○主な仕事の内容=地域の高齢者等の心身の健康の維持、生活の安定、保健・福祉
・医療の向上と増進のため必要な援助、支援を包括的に担う地域の中核機関です
○募集対象及び初任給（地域手当等含む）=保健師（186,224円）、看護師（
165,418円※准看護師は不可・地域ケア、地域保険等に関する経験があればなお可
）、主任介護支援専門員（200,559円）、社会福祉士（186,224円）のいずれかの
資格を持つ方（1人）○勤務場所=流山市社会福祉協議会（流山市ケアセンター内）
○勤務=シフト制により週5日、8時30分～17時15分（休憩1時間含む）○応募方法
=募集要項を確認のうえ申込書、履歴書（市販・写真貼付）、卒業と資格を証明する
ものを直接または郵送で7月11日までに社会福祉協議会総務係（〒270-0157 流山
市平和台2-1-2）へ

○主な仕事の内容=流山市老人クラブ連合会（通称「さわやかクラブ流山」）の会議
資料作成や企画などの事務局事務○時給880円○募集対象=ワード、エクセル、車
の運転が可能な方（2人）○勤務日=週3～4日程度、1日7時間勤務○勤務場所=流
山市社会福祉協議会（流山市ケアセンター内）○待遇等=通勤手当、有給休暇あり

○主な仕事の内容=児童（1～3年生）に対し保護者が迎えにくるまでの見守りや遊
びの指導、おやつの提供等をして頂く仕事です○勤務先=鰭ヶ崎小学校及び南流山
小学校敷地内
【嘱託指導員】
○月額141,900円○資格=学校教諭・幼稚園教諭・保育士・社会福祉士等の有資格
者・都道府県が実施する放課後児童支援員認定資格研修修了者○勤務日=月曜日
から土曜日のうち週5日勤務（シフト制）○勤務時間=原則、午後12時30分から午
後7時までの間で6時間。但し、春・夏・冬休みは午前8時から午後7時まで。夜間保
育がある場合は最大午後9時まで○待遇等=資格手当、期末手当（年間2.7ヶ月分）
、通勤手当、有給休暇あり、社会保険（健康保険、厚生年金保険）・雇用保険記入・
労災保険適用○応募方法=履歴書（市販、写真貼付）、職務経歴書が自己PR書、資
格を証明するもののコピーを直接持参または郵送で社会福祉協議会地域福祉係へ
【臨時指導員】
○時給1,000円以上○対象=保育に熱意のある方（学校教諭・幼稚園教諭・保育士
等・社会福祉士の有資格者及び都道府県が実施する放課後児童支援員認定資格研
修修了者は、時給1,020円）○勤務日=週3～4日程度、1日4～5時間程度（シフト制
）。但し、夜間保育がある場合は最大午後9時まで。土曜日・春夏冬休みは、1日8時
間程度○待遇等=通勤手当、有給休暇あり

熱意と資格を活かしてイキイキ！
　　社会福祉協議会の職員を募集

詳細は、本会ホームページでもご覧いただけます。
問 社会福祉協議会　℡04-7159-4735

 　社会福祉協議会では、下記のとおり職員を募集しています。熱意や
資格を活かして福祉の現場で一緒に働きませんか。ぜひ、ご応募を！

❷学童クラブ児童指導員

❸流山市老人クラブ連合会事務局臨時職員

❶南部地域包括支援センター正規職員

日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
の
ご
案
内

■利用料

ご相談は無料です。契約後、サービスをご利用の際、下表の金
額をご負担いただきます。

※生活保護世帯は無料。このほか、生活支援員の移動時間に
　より交通費がかかります。

サービス区分

⑴福祉サービス利用援助

⑵財産管理サービス

⑶財産保全サービス

年会費

利用者の負担額

3,000円（年額）

3,600円

援助時間が30分まで500円
（以降30分を超えるごとに500円）

社会福祉協議会の予算・決算
　平成28年度予算は、3月8日の三役会を経て3月
17、18日開催の理事会、評議員会において承認さ
れ、社会福祉事業区分収入支出385,380千円、公
益事業区分91,084千円、収益事業区分1,620千円
となりました。
　また、平成27年度決算は、5月9日の監査を経て5
月13日、17日の理事会、評議員会において認定さ
れ社会福祉事業区分収入支出520,747,588円、公
益事業区分97,650,135円、収益事業区分1,325,338
円となりました。
　詳細は本会ホームページでご覧いただけます。

5月9日に行われた決算監査

社会福祉協議会の後援イベント
第6回流山ジャズフェスティバル

9月4日㈰ 9時30分開演
流山市文化会館
出場申込は7月15日まで（カラオケ5,000
円、デュエット6,000円、舞踊6,000円）
。会場に募金箱を置かせていただき市や
社会福祉協議会に寄付します。

40周年愛のふれあいチャリティ発表会第1回福祉のしごと就職フェアinちば

7月17日㈰ 13時～16時
幕張メッセ国際会議場（千葉市）
採用担当者との面談や相談がで
きます。参加費無料、履歴書不要
、入退場自由。

日時：
会場： 

7月16日㈯～9月3日㈯
流山市文化会館、流山市生涯学習センター、他
会場に熊本地震の募金箱を置かせていただきます。オープ
ニングは猪俣猛ジャズオーケストラです。また、この一環と
して8月6日㈯には平和都市宣言のまち流山で広島平和記
念公園の折鶴の物語を浪曲公演する企画などもあります。

期日：
会場： 

日時：
会場： 

問 千葉県社会福祉協議会
（千葉県福祉人材センター）
℡ 043-222-1294

問 流山市カラオケ演芸協会・染谷
℡ 090-8343-3020または
℡・FAX 04-7138-5565

問 実行委員会事務局（流山市生涯学習センター）
℡ 04-7150-7474

※この他に、「ラジオ体操・みんなの体操会」も後援させていただいています。詳細が決まり次第、ホームページでお知らせします。

ながれやま福祉だより 第 号169平成28年6月15日（3） ながれやま福祉だより第 号169 平成28年6月15日（2）

流山市社会福祉協議会のツイッター https://twitter.com/nagareyamashaky も併せてご覧ください。～次回の「ながれやま福祉だより」は9月15日に発行します～



　

5
月
11
日
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
今
年
度
初
の
「
福
祉
教
育
推

進
連
絡
会
議（
玉
ノ
井
新
一
会
長
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
千
葉
県
よ
り
、
平
成

27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の

3
年
間
を
福
祉
教
育
推
進
校
と
し

て
流
山
小
学
校
、
南
部
中
学
校
、

県
立
流
山
南
高
等
学
校
が
指
定
を

受
け
る
一
方
で
、
福
祉
教
育
推
進

団
体
と
し
て
、
本
会
が
活
動
支
援

を
行
っ
て
い
る
流
山
中
央
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
が
千
葉
県
社
会
福

祉
協
議
会
よ
り
指
定
を
受
け
、
「
学

校
・
地
域
」
が
協
力
し
地
域
福
祉

の
向
上
の
た
め
の
啓
発
や
実
践
活

動
を
続
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
各
学
校
に
お
い

て
福
祉
教
育
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
、
地
区
社
協
に
お
い
て
も
地
域

に
お
け
る
福
祉
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
指
定
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
「
福
祉
」

に
つ
い
て
学
校
と
地
域
と
が
共
通

の
認
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
担
い
、
協
働
の
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

地
区
社
協
が
毎
年
、
敬
老
週
間
に

流
山
小
学
校
と
の
共
催
に
よ
っ
て

同
体
育
館
を
会
場
に
開
催
し
て
い

る
「
地
区
敬
老
会
（
シ
ニ
ア
と
児

童
の
つ
ど
い
）
」
に
、
南
部
中
学

校
と
流
山
南
高
校
の
参
加
要
請
を

し
て
開
催
を
検
討
し
て
い
る
の
を

は
じ
め
、
地
区
社
協
が
、
年
3
回
、

流
山
・
赤
城
・
平
和
台
の
各
福
祉

会
館
を
会
場
に
同
時
開
催
し
て
い

る
「
高
齢
者
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

に
つ
い
て
も
、
南
部
中
学
校
や
流

　

5
月
10
日
、
お
お
た
か
の
森
小

学
校
で
「
お
お
た
か
の
森
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
（
小
泉
勲
会
長
）
」

の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
か
ら
、
小
学
校
区
内

の
主
な
自
治
会
の
代
表
者
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
小
・
中
学
校

の
P
T
A
役
員
等
の
皆
様
が
、
話

し
合
い
を
重
ね
、
今
回
の
設
立
に

至
っ
た
も
の
で
す
。
会
議
で
は
5

つ
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
構
成
団

体
の
紹
介
な
ど
が
和
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

他
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

比
べ
小
・
中
学
校
の
P
T
A
役
員

の
方
が
多
数
参
加
さ
れ
て
い
る
の

が
特
色
で
す
。

　

お
お
た
か
の
森
小
・
中
学
校
を

中
心
に
、
併
設
さ
れ
て
い
る
お
お

た
か
の
森
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
活
動

拠
点
と
し
て
、
新
し
く
こ
の
地
域

に
転
入
さ
れ
た
方
、
従
来
か
ら
こ

の
地
域
で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
が

手
を
携
え
て
新
し
い
ま
ち
に
ふ
さ

わ
し
い
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を

運
営
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
「
地

区
社
協
」
と
呼
ば
れ
、
小
学
校
区

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
方
々
が
、
地
域
で

安
心
し
て
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
け
れ
ど
、
手
続
き
が
わ
か
ら
な

い
」
、
「
公
共
料
金
や
医
療
費
の

支
払
い
、
銀
行
で
の
払
い
戻
し
が

う
ま
く
い
か
な
い
」
、
「
役
所
か

ら
届
く
書
類
の
内
容
が
難
し
く
て
、

ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
い
」…

。
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
や

金
銭
管
理
の
お
手
伝
い
な
ど
を
行

う
事
業
で
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
、
主

に
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
ご
高

齢
の
方
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
金
銭
管

理
等
が
う
ま
く
で
き
な
い
方
で
、

利
用
に
必
要
な
契
約
の
内
容
を
ご

理
解
い
た
だ
け
る
方
（
入
院
・
施

設
入
所
の
方
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
）
で
す
。

　

主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
、
「
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
」
、
「
財

産
管
理
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
財
産
保

全
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。
な
お
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
に
は
、
サ

ー
ビ
ス
内
容
等
に
よ
っ
て
利
用
料

が
か
か
り
ま
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
係
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流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
福
祉
の

向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

▼
J
A
と
う
か
つ
中
央
流
山
女

性
部
（
三
万
六
千
百
四
十
六
円
）

▼
老
人
ク
ラ
ブ
第
2
新
栄
会
（
一

万
四
千
二
百
二
円
）
▼
北　

孝
子

（
五
千
円
）
▼
㈱
ベ
ル
ク
流
山
お

お
た
か
の
森
店
お
客
様
一
同
（
一

万
四
千
六
百
二
十
七
円
）
▼
㈱
ベ

ル
ク
流
山
東
深
井
店
お
客
様
一
同

（
七
千
五
百
四
十
三
円
）
▼
匿
名

（
二
万
五
千
円
）
▼
市
原　

彦

（
三
千
五
百
円
）
▼
老
人
ク
ラ
ブ

東
和
会
（
一
万
百
九
十
一
円
）
▼

関　

京
子
（
二
千
円
）
▼
老
人
ク

ラ
ブ
天
寿
会
（
二
千
二
百
五
十
四

円
）
▼
㈱
マ
ル
エ
ツ
（
十
万
円
）

　

ま
た
、
次
の
方
々
か
ら
物
品
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

▼
J
A
と
う
か
つ
中
央
流
山
女

性
部
（
タ
オ
ル
等
27
袋
）
▼
西
初

石
6
丁
目
自
治
会
（
タ
オ
ル
7
枚
、

雑
巾
22
枚
）
▼
匿
名
（
玄
米
30
㎏
）

▼
明
治
神
宮
崇
敬
会
流
山
支
部

（
洗
剤
セ
ッ
ト
20
個
）
▼
前
ヶ
崎

白
寿
会
（
タ
オ
ル
百
二
十
三
枚
）

　

敬
称
略
・
順
不
同
（
2
月
16
日

〜
5
月
31
日
）

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

本
紙
平
成
28
年
3
月
15
日
号
の

本
欄
で
「
日
本
キ
リ
ス
ト
合
同
協

会
江
戸
川
台
協
会
」
と
あ
る
の
は

「
日
本
キ
リ
ス
ト
合
同
教
会
江
戸

川
台
教
会
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

　

鰭
ヶ
崎
小
学
校
の
「
ひ
ま
わ
り

第
2
学
童
ク
ラ
ブ
」
が
今
春
開
所

し
ま
し
た
。

　

流
山
市
か
ら
指
定
管
理
者
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
が
管
理
運
営

を
し
て
い
る
「
ひ
ま
わ
り
学
童
ク

ラ
ブ
」
に
つ
い
て
、
定
員
を
上
回

る
入
所
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

流
山
市
が
同
校
敷
地
内
に

建
設
を
進
め
て
き
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
新
設
に
よ
っ
て
就

労
・
子
育
て
の
両
面
へ
の

支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　

多
機
能
型
ト
イ
レ
や
玄

関
周
り
に
は
ス
ロ
ー
プ
も

設
置
さ
れ
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
配
慮
さ
れ
た
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
1

年
生
40
名
が
元
気
に
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

「
ひ
ま
わ
り
第
2
学
童
ク
ラ
ブ
」

の
管
理
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管
理
者

と
な
っ
て
い
る
「
ひ
ま
わ
り
第
1

学
童
ク
ラ
ブ
」
や
南
流
山
小
学
校

の
「
あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ
ブ
」
同

様
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心

し
て
、
そ
し
て
、
い
き
い
き
と
過

ご
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

お
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
を
お
持
ち

の
方
々
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
、
4

月
か
ら
土
曜
日
や
祝
日
も
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。

　

流
山
市
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
内
の
身

体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
指

定
管
理
者
と
し
て
管
理
運
営
し
て

い
ま
す
。
ご
利
用
者
の
皆
様
の
ご

要
望
に
お
応
え
し
て
従
来
か
ら
の

平
日
の
開
所
に
加
え
、
今
年
度
よ

り
土
曜
日
と
祝
日
の
運
営
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
給
食
サ
ー

ビ
ス
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

専
門
講
師
に
よ
る
機
能
訓
練
（
理

学
療
法
・
作
業
療
法
・
音
楽
療
法
）

や
作
業
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
専

門
講
師
に
よ
る
七
宝
焼
き
・
木
彫

り
・
書
道
・
絵
画
等
）
な
ど
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
障

害
の
状
態
に

応
じ
た
心
身

機
能
の
維
持

・
向
上
、
家

庭
内
自
立
、

社
会
参
加
を

促
進
し
、
併

せ
て
ご
家
族

の
身
体
的
・

精
神
的
な
ご

負
担
の
軽
減

を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

ご
利
用
い

た
だ
け
る
対

象
者
は
、
①

身
体
障
害
者

手
帳
（
1
級

〜
2
級
）
を

交
付
さ
れ
、

流
山
市
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用

の
決
定
が
な
さ
れ
た
方
②
市
内
に

住
所
を
有
す
る
65
歳
未
満
の
方
で
、

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

③
自
力
で
食
事
が
と
れ
、
椅
子

（
車
椅
子
も
含
む
）
で
の
生
活
が

で
き
る
方
で
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
日
は
、
月

〜
土
曜
日
の
10
時
〜
15
時
30
分

（
送
迎
時
間
は
含
み
ま
せ
ん
）
。

　

休
業
日
は
、
年
末
年
始
（
12
月

30
日
〜
1
月
3
日
）
と
日
曜
日
で

す
。

　

問
流
山
市
身
体
障
害
者
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
平
和
台
、
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
2
階
）
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な
お
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
1
階
に

あ
る
ご
高
齢
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
従
来
か
ら
土
曜
日
・
祝
日
も
開

所
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
随
時
、

施
設
見
学
等
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

山
南
高
校
の
参
加
の
可
能
性
等
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
流
山
本
町
の
活

性
化
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ

て
い
る
「
行
灯
」
に
つ
い
て
も
、

地
域
の
方
が
ミ
ニ
行
灯
の
作
製
方

法
を
小
・
中
・
高
生
に
伝
授
。

　

本
町
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

等
に
活
用
し
た
い
と
の
提
案
が
な

さ
れ
、
実
現
に
向
け
て
話
し
合
い

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
指
定
は
、
限
ら
れ
た
エ

リ
ア
で
の
活
動
で
す
が
、
「
他
の

地
域
で
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
活
動
で
も
こ
れ
か
ら
の
参
考
に

な
る
」
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
は
、

各
自
治
会
の
協
力
員
の
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
い
て

い
ま
す
「
普
通
会
員
」
の
方
々
の

会
費
を
は
じ
め
、
「
法
人
会
員
」
、

「
賛
助
会
員
」
の
方
々
か
ら
の
会

費
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
賛

同
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
会
員
会
費
は
一
口
一
万
円
、

賛
助
会
員
会
費
は
一
口
千
円
で
す
。

▼
小
山　

忠
士
（
千
円
）
▼
佐
久

間　

進
（
一
万
円
）
▼
市
川　

晃

三
（
三
千
円
）
▼
樋
山　

史
郎

（
千
円
）
▼
嶋　

稔
（
千
円
）
▼

中
山　

喜
方
（
千
円
）
▼
新
島　

茂
樹
（
千
円
）
▼
大
谷　

満
男

（
千
円
）
▼
吉
田　

孝
（
千
円
）

▼
山
崎　

奈
加
子
（
千
円
）
▼
鈴

木　

陽
代
（
千
円
）
▼
杉
山　

仁

（
千
円
）
▼
小
林　

悠
紀
雄
（
千

円
）
▼
塚
本　

時
子
（
千
円
）
▼

上
原　

妙
子
（
千
円
）
▼
宇
佐
見

　

健
一
（
二
千
円
）
▼
山
梨　

美

代
子
（
五
千
円
）
▼
菅
原　

美
代

子
（
一
万
円
）
▼
樫
村　

あ
い
子

（
二
千
円
）
▼
宮
野　

忠
夫
（
五

千
円
） 

敬
称
略
・
順
不
同
（
2
月

16
日
〜
5
月
31
日
）
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
福
祉
の
向
上
の
た
め
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
会
費
や
共
同
募
金
が
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小・中・高校と地区社協
パッケージ指定で協働へ
本町活性化なども模索

ミニ行灯づくりも

子
ど
も
も
中
高
年
者
も一緒
に

活発な議論が交わされた会議

PTAの参加が多いおおたかの森地区

16
番
目
の
地
区
社
協

お
お
た
か
の
森
地
区
に
誕
生

を
単
位
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
お
住
い
の
方
々
が
主
体

と
な
っ
て
、
支
え
合
い
、
助
け
合

い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
自
主

組
織
で
す
。
そ
の
構
成
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
や
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
方
々
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
区
社
協
の
活
動
は
、
各
自
治

会
の
協
力
員
の
皆
様
を
通
し
て
納

入
い
た
だ
く
社
会
福
祉
協
議
会
の

会
費
や
共
同
募
金
の
配
分
金
、
市

か
ら
の
助
成
金
等
で
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

法
人
・
賛
助
会
員
の
ご
協
力
を

会
費
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

社
会
福
祉

協
議
会
は

理学療法士や絵画の指導も受けられる身体障害者デイサービス

土
曜
・
祝
日
も
開
所

身
障
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

安
全
で
安
心
な
放
課
後
を

子
育
て
も
就
労
も
支
援

ひまわり第2学童クラブ

バリアフリー設計で安全に

個
人
、団
体
か
ら
の
ご
寄
付

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
意
に
感
謝

○主な仕事の内容=地域の高齢者等の心身の健康の維持、生活の安定、保健・福祉
・医療の向上と増進のため必要な援助、支援を包括的に担う地域の中核機関です
○募集対象及び初任給（地域手当等含む）=保健師（186,224円）、看護師（
165,418円※准看護師は不可・地域ケア、地域保険等に関する経験があればなお可
）、主任介護支援専門員（200,559円）、社会福祉士（186,224円）のいずれかの
資格を持つ方（1人）○勤務場所=流山市社会福祉協議会（流山市ケアセンター内）
○勤務=シフト制により週5日、8時30分～17時15分（休憩1時間含む）○応募方法
=募集要項を確認のうえ申込書、履歴書（市販・写真貼付）、卒業と資格を証明する
ものを直接または郵送で7月11日までに社会福祉協議会総務係（〒270-0157 流山
市平和台2-1-2）へ

○主な仕事の内容=流山市老人クラブ連合会（通称「さわやかクラブ流山」）の会議
資料作成や企画などの事務局事務○時給880円○募集対象=ワード、エクセル、車
の運転が可能な方（2人）○勤務日=週3～4日程度、1日7時間勤務○勤務場所=流
山市社会福祉協議会（流山市ケアセンター内）○待遇等=通勤手当、有給休暇あり

○主な仕事の内容=児童（1～3年生）に対し保護者が迎えにくるまでの見守りや遊
びの指導、おやつの提供等をして頂く仕事です○勤務先=鰭ヶ崎小学校及び南流山
小学校敷地内
【嘱託指導員】
○月額141,900円○資格=学校教諭・幼稚園教諭・保育士・社会福祉士等の有資格
者・都道府県が実施する放課後児童支援員認定資格研修修了者○勤務日=月曜日
から土曜日のうち週5日勤務（シフト制）○勤務時間=原則、午後12時30分から午
後7時までの間で6時間。但し、春・夏・冬休みは午前8時から午後7時まで。夜間保
育がある場合は最大午後9時まで○待遇等=資格手当、期末手当（年間2.7ヶ月分）
、通勤手当、有給休暇あり、社会保険（健康保険、厚生年金保険）・雇用保険記入・
労災保険適用○応募方法=履歴書（市販、写真貼付）、職務経歴書が自己PR書、資
格を証明するもののコピーを直接持参または郵送で社会福祉協議会地域福祉係へ
【臨時指導員】
○時給1,000円以上○対象=保育に熱意のある方（学校教諭・幼稚園教諭・保育士
等・社会福祉士の有資格者及び都道府県が実施する放課後児童支援員認定資格研
修修了者は、時給1,020円）○勤務日=週3～4日程度、1日4～5時間程度（シフト制
）。但し、夜間保育がある場合は最大午後9時まで。土曜日・春夏冬休みは、1日8時
間程度○待遇等=通勤手当、有給休暇あり

熱意と資格を活かしてイキイキ！
　　社会福祉協議会の職員を募集

詳細は、本会ホームページでもご覧いただけます。
問 社会福祉協議会　℡04-7159-4735

 　社会福祉協議会では、下記のとおり職員を募集しています。熱意や
資格を活かして福祉の現場で一緒に働きませんか。ぜひ、ご応募を！

❷学童クラブ児童指導員

❸流山市老人クラブ連合会事務局臨時職員

❶南部地域包括支援センター正規職員

日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
の
ご
案
内

■利用料

ご相談は無料です。契約後、サービスをご利用の際、下表の金
額をご負担いただきます。

※生活保護世帯は無料。このほか、生活支援員の移動時間に
　より交通費がかかります。

サービス区分

⑴福祉サービス利用援助

⑵財産管理サービス

⑶財産保全サービス

年会費

利用者の負担額

3,000円（年額）

3,600円

援助時間が30分まで500円
（以降30分を超えるごとに500円）

社会福祉協議会の予算・決算
　平成28年度予算は、3月8日の三役会を経て3月
17、18日開催の理事会、評議員会において承認さ
れ、社会福祉事業区分収入支出385,380千円、公
益事業区分91,084千円、収益事業区分1,620千円
となりました。
　また、平成27年度決算は、5月9日の監査を経て5
月13日、17日の理事会、評議員会において認定さ
れ社会福祉事業区分収入支出520,747,588円、公
益事業区分97,650,135円、収益事業区分1,325,338
円となりました。
　詳細は本会ホームページでご覧いただけます。

5月9日に行われた決算監査

社会福祉協議会の後援イベント
第6回流山ジャズフェスティバル

9月4日㈰ 9時30分開演
流山市文化会館
出場申込は7月15日まで（カラオケ5,000
円、デュエット6,000円、舞踊6,000円）
。会場に募金箱を置かせていただき市や
社会福祉協議会に寄付します。

40周年愛のふれあいチャリティ発表会第1回福祉のしごと就職フェアinちば

7月17日㈰ 13時～16時
幕張メッセ国際会議場（千葉市）
採用担当者との面談や相談がで
きます。参加費無料、履歴書不要
、入退場自由。

日時：
会場： 

7月16日㈯～9月3日㈯
流山市文化会館、流山市生涯学習センター、他
会場に熊本地震の募金箱を置かせていただきます。オープ
ニングは猪俣猛ジャズオーケストラです。また、この一環と
して8月6日㈯には平和都市宣言のまち流山で広島平和記
念公園の折鶴の物語を浪曲公演する企画などもあります。

期日：
会場： 

日時：
会場： 

問 千葉県社会福祉協議会
（千葉県福祉人材センター）
℡ 043-222-1294

問 流山市カラオケ演芸協会・染谷
℡ 090-8343-3020または
℡・FAX 04-7138-5565

問 実行委員会事務局（流山市生涯学習センター）
℡ 04-7150-7474

※この他に、「ラジオ体操・みんなの体操会」も後援させていただいています。詳細が決まり次第、ホームページでお知らせします。

ながれやま福祉だより 第 号169平成28年6月15日（3） ながれやま福祉だより第 号169 平成28年6月15日（2）

流山市社会福祉協議会のツイッター https://twitter.com/nagareyamashaky も併せてご覧ください。～次回の「ながれやま福祉だより」は9月15日に発行します～



 

宮
園
自
治
会
館
を
活
動
拠
点
に

昭
和
52
年
か
ら
公
演
な
ど
を
続
け

て
い
る
「
人
形
劇
ピ
ッ
コ
ロ
」
の

皆
さ
ん
が
緑
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

発
足
当
時
は
、
幼
児
向
け
と
、

小
学
生
低
学
年
向
き
の
舞
台
が
主

で
し
た
が
、
最
近
で
は
、
０
才
児

も
含
ん
だ
乳
幼
児
向
け
、
そ
し
て
、

介
護
施
設
で
の
高
齢
者
向
け
舞
台

も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

「
こ
の
昔
話
で
、
勇
気
と
や
さ

し
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
な
ど
と

ス
ト
ー
リ
ー
や
そ
こ
に
込
め
ら
れ

た
躾
的
な
も
の
を
重
視
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

「
ご
高
齢
の
方
々
や
親
子
で
、
ほ

っ
と
で
き
る
時
間
と
空
間
を
共
有

し
た
い
」
と
い
う
思
い
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
千
公
演
を
超
え
、

観
客
動
員
も
14
万
人
を
数
え
ま
し

た
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
創
始
者

で
リ
ー
ダ
ー
の
シ
ナ
リ
オ
、
人
形

づ
く
り
担
当
・
貴
島
真
理
子
さ
ん
、

活
動
歴
36
年
で
記
録
担
当
の
中
井

康
子
さ
ん
、
同
じ
く
36
年
目
で
広

報
担
当
の
北
澤
美
枝
さ
ん
、
参
加

し
て
27
年
目
で
衣
装
担
当
の
松
本

好
美
さ
ん
の
４
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

５
月
13
日
に
は
４
人
の
皆
さ
ん

が
社
会
福
祉
協
議
会
の
鈴
木
会
長

を
訪
れ
、
受
章
の
喜
び
を
ご
報
告

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
！

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

流
山
市
の
委
託
を
受
け
、
介
護
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
事
業
説
明
会
と

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
、

介
護
保
険
施
設
等
で
の
サ
ポ
ー
タ

ー
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
健
康

を
維
持
・
増
進
し
な
が
ら
、
活
動

の
中
で
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
実
績

に
応
じ
た
「
交
付
金
」
や
「
な
が

ぽ
ん
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
受
け
取

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
参
加
に
よ

る
地
域
貢
献
活
動
で
す
。

　

５
月
末
現
在
五
百
二
十
六
名
の

65
歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
介

護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録

し
、
そ
の
約
半
数
の
方
々
が
市
内

の
66
か
所
の
介
護
保
険
施
設
等
で

元
気
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
を

し
て
活
動
す
る
た
め
に
は
、
「
介

護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

の
受
講
が
必
要
で
す
。

　

あ
な
た
も
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ

ー
に
な
っ
て
、
い
き
い
き
と
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
、
事
業
説
明
会
で
は
介
護

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
の
詳
し
い

内
容
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
が
、

参
加
は
任
意
で
す
。

　

【
事
業
説
明
会
】
（
申
し
込
み

不
要
）
７
月
６
日(

水) 

北
部
公
民

館
13
時
30
分
〜
15
時
（
無
料
）

　

【
養
成
講
座
】
（
事
前
申
し
込

み
制
）
６
月
21
日(

火)

南
流
山
セ

ン
タ
ー
、
７
月
22
日(

金)

初
石
公

民
館
、
９
月
６
日(

火)

北
部
公
民

館
、
９
月
27
日(

火)

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
流
山
エ
ル
ズ
）
養
成
講

座
の
時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
50
分

〜
16
時
（
無
料
）

　

▼
対
象
＝
要
介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の

流
山
市
民
▼
活
動
先
＝
市
内
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
介
護
保
険

施
設
▼
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
の
内
容

＝
施
設
利
用
者
の
見
守
り
、
話
し

相
手
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指

導
や
補
助
、
配
膳
、
洗
濯
物
た
た

み
、
催
事
の
手
伝
い
な
ど

子どもたちの夢を育み39年
人形劇ピッコロが緑綬褒章の栄

５月13日、社会福祉協議会・鈴木会長を囲んで

４月にケアセンターで開催された介護支援サポーター養成講座

　

流
山
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、公
演
活
動
な
ど
を
続

け
て
い
る
人
形
劇
ピ
ッ
コ
ロ
の
皆
さ
ん
が
春
の
叙
勲
・
褒
章
で
緑
綬
褒
章

に
閣
議
決
定
、５
月
11
日
、厚
生
労
働
省
で
伝
達
式
が
、皇
居
宮
殿
に
お

い
て
拝
謁
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

養
成
講
座
と
説
明
会

社
会
貢
献
を
し
な
が
ら
介
護
予
防
を

介護支援
サポーター

※は、ボランタリーポット設置場所です。

流山市ボランティアセンター（社会福祉協議会内）
TEL 04-7159-4939
FAX 04-7159-4736

E-mail volcen@nagareyamashakyo.com

入
門
講
座
に
ご
参
加
を

入
門
講
座
に
ご
参
加
を

講
話
や
実
技
で
多
彩
に
学
ぶ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

 
「
こ
れ
か
ら
何
か
始
め
た
い
」

と
お
考
え
の
方
、
ま
ず
は
身
近
な

地
域
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
講
座
は
、
実
際
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の

お
話
を
お
聞
き
し
た
り
、
ア
イ
マ

ス
ク
を
し
て
杖
で
歩
く
な
ど
立
体

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
、

初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

▼
日
時
＝
７
月
28
日
（
木
）
10

時
〜
16
時
30
分
▼
会
場
＝
流
山
市

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
４
階
研
修
室
▼
内

容
＝
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
楽
し
さ

と
喜
び
〜
地
域
で
の
絆
を
創
る
」
、

ア
イ
マ
ス
ク
・
白
杖
体
験
、
車
イ

ス
試
乗
、
介
助
体
験
、
座
談
会

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
長
く
継

続
す
る
た
め
に
〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
者
の
事
例
を
踏
ま
え
て
」

（
内
容
は
一
部
変
更
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
）
▼
講
師
＝
江

戸
川
大
学
総
合
福
祉
専
門
学
校
派

遣
講
師
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
者
▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の

あ
る
方
▼
定
員
＝
30
人
（
先
着
順
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）
▼

費
用
＝
無
料
▼
お
申
し
込
み
＝
電

話
、
ま
た
は
お
名
前
・
年
齢
・
ご

住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
明
記
の

上
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
メ
ー

ル
で
流
山
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
へ

ボランタリーポット報告（敬称略）H28.2.16～5.31 集計分（単位：枚）
切手 カード

類
ベル
マーク

1,438

746

2,750

12,341

248

3,421

0

2,318

919

8,196

3,638

172

578

1,890

253

4,295

154

8,913

3

1

0

155

232

920

0

0

48

0

0

34

384

0

0

65

52

3

111

0

7

0

0

39

159

0

2

49

0

0

7

0

0

8

0

167

㈱ ア ー チ
榎 本 太 郎

㈱ 北 盛 工 業

㈱ 市 村 工 業

流山工業団地
協 同 組 合
千葉県理容生
活衛生同業組合
ヨークマート
江 戸 川 台 店
東初石１丁目
自 治 会
前 ヶ 崎
み や び の 会
西初石５丁目
き さ ら ぎ 会
西初石６丁目
自治会婦人部
ＪＡとうかつ中央
流 山 女 性 部

※流山福祉会館

※ 野 々 下
福 祉 会 館
※ 南 流 山
福 祉 会 館

※赤城福祉会館

流 山 郵 便 局

※流山市コミュ
ニティプラザ

流 山 市 役 所

切手 カード
類

ベル
マーク

3,269

303

90

368

1,415

6,085

677

370

670

0

380

5,161

2,018

2,754

352

5,621

507

6,707

89,017

4

348

0

0

379

607

69

226

16

32

0

168

400

682

0

220

57

265

5,370

351

1

0

0

2

0

0

12

0

0

0

2

3

47

3

4

0

195

1,169

流山北小地区
ボランティアグループ
流 山 市 身 体
障害者福祉会

天 寿 会

東3おもと会

あじさいの会

ポ プ リ 会

野 ば ら 会

あ ひ る の 会

花 園 会

流山市訪問看護
ステーション

※東部公民館

※初石公民館

※北部公民館

※中央公民館

※森の図書館

※キッコーマン
ア リ ー ナ
※ボランティア
セ ン タ ー

合 計

流山市手話サークル
連 絡 協 議 会
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